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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

  

 
  

 
(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、新株予約権方式のストックオプション制

度を導入しておりますが、期中平均株価が権利行使価格を下回るので記載しておりません。 

  

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業内容に重要な変更はありません。 

 また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期 

第３四半期 
連結累計期間

第53期 
第３四半期 
連結累計期間

第52期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日 
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 4,806,399 5,460,946 6,315,358 

経常利益 (千円) 652,010 818,994 714,646 

四半期(当期)純利益 (千円) 341,296 488,322 361,096 

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 346,745 489,724 366,658 

純資産額 (千円) 6,112,599 6,547,840 6,132,513 

総資産額 (千円) 7,442,826 7,888,072 7,560,073 

１株当たり四半期(当期) 
純利益金額 

(円) 68.81 98.46 72.80 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額 

(円) ― ― ― 

自己資本比率 (％) 82.1 83.0 81.1 

回次
第52期 

第３四半期 
連結会計期間

第53期 
第３四半期 
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日 
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 24.86 47.02 

２ 【事業の内容】
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第２ 【事業の状況】 

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

(1)経営成績の分析 

当第３四半期連結累計期間における経済環境につきましては、東日本大震災の復興需要により緩やか

な景気回復の動きは見られるものの、欧州の債務危機問題の長期化、消費税増税への懸念など、景気の

先行きについては依然不透明な状況にあります。 

外食産業につきましては、消費者の生活防衛意識は高く、引き続き節約志向や低価格志向が続くな

ど、依然として厳しい状況が続いております。 

このような情勢の中、当社グループとしては、お客様のニーズに合った製品をお届け出来るよう、高

付加価値製品の開発や、さらなる販売体制の強化に取り組んでまいりました。また、当社製品の品質・

性能を直接お客様にご理解いただくために、国内主要都市にて当社独自の展示会「スズモフェア」を開

催することに加え、寿司文化の浸透に働きかけるため、海外の展示会にも積極的に参加してまいりまし

た。 

販売状況につきましては、主力製品である店舗向け小型ロボットを中心に、当社の高付加価値製品を

お客様にご理解・ご納得いただくため、お客様の目線に立った上での販売活動を展開いたしました。海

外につきましては、円高の長期化の影響を受けながらも、アジア、オセアニア、ヨーロッパ地域を中心

に積極的な販売活動を行いました。また、子会社の株式会社セハージャパンについては、アルコール系

洗浄剤・除菌剤や離型油等の販売拡大を積極的に展開いたしました。 

このような結果、当第３四半期連結累計期間における売上高合計は54億60百万円(前年同期比13.6％

増)となりました。また、利益につきましては、営業利益８億10百万円(前年同期比25.0％増)、経常利

益８億18百万円(前年同期比25.6％増)、四半期純利益４億88百万円(前年同期比43.1％増)となりまし

た。 

  
セグメントの業績は、次のとおりであります。 

(米飯加工機械関連事業) 

米飯加工機械関連事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は50億45百万円(前年同期比14.1％増)、

営業利益は７億95百万円(前年同期比21.9％増)となりました。 

  
(衛生資材関連事業） 

衛生資材関連事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は４億15百万円(前年同期比8.5％増)、営業

利益は21百万円(前年同期比942.2％増)となりました。 

  

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(2)財政状態の分析  

(資産) 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ３億27百万円増加し78億88

百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が１億94百万円、たな卸資産が87百万円、現金

及び預金が82百万円増加したことなどによるものであります。 

  

(負債) 

 当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ87百万円減少し13億40百万円

となりました。これは主に、賞与引当金が55百万円、買掛金が32百万円減少したことなどによるもので

あります。 

  

(純資産) 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ４億15百万円増加し65億47

百万円となりました。これは主に、利益剰余金が配当金の支払74百万円により減少したこと、四半期純

利益により４億88百万円増加したことなどによるものであります。 

  
(3)事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。 

  

(4)研究開発活動 

 当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は44百万円であります。 

 なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
(注)  提出日現在の発行数には、平成25年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は、含まれておりません。 

  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

  
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  

(6) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000 

計 16,000,000 

種類
第３四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成24年12月31日)

提出日現在 
発行数(株) 

(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,960,000 4,960,000 
大阪証券取引所 
ＪＡＳＤＡＱ 
(スタンダード) 

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式 
単元株式数は100株であります

計 4,960,000 4,960,000 ― ―

年月日
発行済株式 
総数増減数 
(千株)

発行済株式 
総数残高 
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高 
(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金 
残高 

(百万円)

平成24年12月31日 ─ 4,960 ─ 571 ─ 399 
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(7) 【議決権の状況】 

当第３四半期会計期間末現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成24年９月30日現在の株主名簿により記載しておりま

す。 

① 【発行済株式】 

平成24年９月30日現在 

 
（注）上記「単元未満株式」には当社所有の自己株式56株が含まれております。 

  

② 【自己株式等】 

平成24年９月30日現在 

 
  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。 

(1) 役職の異動 

 
  

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 

(自己保有株式) 
普通株式 100

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式 

(相互保有株式) 
普通株式 1,000

― 同上 

完全議決権株式(その他) 
普通株式 

4,958,400 
49,584 同上 

単元未満株式 
普通株式 

500 
― 同上 

発行済株式総数 4,960,000 ― ―

総株主の議決権 ― 49,584 ―

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義 
所有株式数 

(株)

他人名義 
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式 
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

(自己保有株式) 
鈴茂器工株式会社 

東京都練馬区豊玉北 
２－23－２ 

100 ― 100 0.0 

(相互保有株式) 
北海道鈴茂販売株式会社 

北海道札幌市東区本町２
条５－６－26 

1,000 ― 1,000 0.0 

計 ― 1,100 ― 1,100 0.0 

２ 【役員の状況】

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役     
（管理本部長兼総務部長   

兼内部統制担当）

常務取締役 
(管理本部長兼経理部長  

兼内部統制担当)
鈴木 美奈子 平成24年７月20日

取締役
取締役      

（第二営業部長）
神 谷 和 利 平成24年７月20日

取締役 
(営業副本部長     
兼第二営業部長)

取締役 
(東京工場長)

小根田 哲也 平成24年７月20日
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第４ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１

日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,328,846 2,411,477

受取手形及び売掛金 1,027,631 1,222,164

たな卸資産 1,013,593 1,100,872

繰延税金資産 86,379 86,297

その他 30,185 37,741

貸倒引当金 △201 △182

流動資産合計 4,486,435 4,858,371

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,277,197 1,229,673

土地 983,856 983,856

その他（純額） 132,026 132,097

有形固定資産合計 2,393,080 2,345,627

無形固定資産   

のれん 7,462 1,865

その他 33,403 32,886

無形固定資産合計 40,865 34,752

投資その他の資産   

投資有価証券 353,099 357,852

繰延税金資産 140,644 139,867

その他 159,852 165,153

貸倒引当金 △13,903 △13,551

投資その他の資産合計 639,692 649,322

固定資産合計 3,073,638 3,029,701

資産合計 7,560,073 7,888,072

負債の部   

流動負債   

買掛金 357,873 325,742

短期借入金 20,000 －

未払法人税等 179,134 182,912

賞与引当金 121,824 66,645

その他 300,946 292,918

流動負債合計 979,779 868,219

固定負債   

退職給付引当金 306,357 327,053

役員退職慰労引当金 9,358 7,818

その他 132,064 137,140

固定負債合計 447,781 472,012

負債合計 1,427,560 1,340,232
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 571,200 571,200

資本剰余金 399,850 399,850

利益剰余金 5,139,793 5,553,718

自己株式 △89 △89

株主資本合計 6,110,754 6,524,678

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 21,759 23,161

その他の包括利益累計額合計 21,759 23,161

純資産合計 6,132,513 6,547,840

負債純資産合計 7,560,073 7,888,072
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 4,806,399 5,460,946

売上原価 2,561,927 3,031,549

売上総利益 2,244,471 2,429,396

販売費及び一般管理費 1,595,583 1,618,575

営業利益 648,887 810,820

営業外収益   

受取利息 3,541 2,838

受取配当金 1,630 1,677

助成金収入 675 2,681

その他 1,807 4,247

営業外収益合計 7,654 11,444

営業外費用   

支払利息 520 438

手形売却損 333 190

売上割引 2,676 2,637

その他 1,000 4

営業外費用合計 4,531 3,270

経常利益 652,010 818,994

特別利益   

有形固定資産売却益 109 －

特別利益合計 109 －

特別損失   

有形固定資産除却損 13 696

災害による損失 2,682 －

特別損失合計 2,695 696

税金等調整前四半期純利益 649,424 818,297

法人税等 308,128 329,975

少数株主損益調整前四半期純利益 341,296 488,322

四半期純利益 341,296 488,322
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 341,296 488,322

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,449 1,402

その他の包括利益合計 5,449 1,402

四半期包括利益 346,745 489,724

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 346,745 489,724
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

  

 
  

【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

  

 １ 偶発債務 

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。 

  

 
  

 ２ 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高 

  

 
  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。 

  

 
  

 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日  
  至 平成24年12月31日)

１．税金費用の計算 

 
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。ただし、見積実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。 

前連結会計年度 
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日)

北海道鈴茂販売(株) 11,142千円 北海道鈴茂販売(株) 8,000千円 

 
前連結会計年度 

(平成24年３月31日)
当第３四半期連結会計期間 

(平成24年12月31日)

受取手形割引高 35,974千円 10,331千円 

受取手形裏書譲渡高 129,595 〃 140,452 〃 

 (自  平成23年４月１日 
至  平成23年12月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日 
至  平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

減価償却費 107,139千円 111,446千円 

のれんの償却額 5,596 〃 5,596 〃 
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(株主資本等関係) 

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日) 

１．配当金支払額 

  

 
  

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  
当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

１．配当金支払額 

  

 
  

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日 
定時株主総会 

普通株式 74,397 15 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日 
定時株主総会 

普通株式 74,397 15 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
 (注)１ セグメント利益の調整額△5,596千円は、のれん償却額であります。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
 (注)１ セグメント利益の調整額△5,596千円は、のれん償却額であります。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

    (単位：千円) 

 

報告セグメント
    調整額     

(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２米飯加工機械 
関連事業

   衛生資材    
関連事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 4,423,638 382,761 4,806,399 ― 4,806,399 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― ― ― ― ― 

計 4,423,638 382,761 4,806,399 ― 4,806,399 

セグメント利益 652,448 2,036 654,484 △5,596 648,887 

    (単位：千円) 

 

報告セグメント
    調整額     

(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２米飯加工機械 
関連事業

   衛生資材    
関連事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 5,045,520 415,426 5,460,946 ― 5,460,946 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― ― ― ― ― 

計 5,045,520 415,426 5,460,946 ― 5,460,946 

セグメント利益 795,197 21,220 816,417 △5,596 810,820 
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(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権方式のストックオプション制度を導入し

ておりますが、期中平均株価が権利行使価格を下回るので記載しておりません。 

項目 (自  平成23年４月１日 
至  平成23年12月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日 
至  平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間

１株当たり四半期純利益金額 68円81銭 98円46銭 

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 341,296 488,322 

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ― 

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 341,296 488,322 

普通株式の期中平均株式数(株) 4,959,844 4,959,844 
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該当事項はありません。 

  

２ 【その他】
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

該当事項はありません。 
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平成25年２月８日

鈴茂器工株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鈴

茂器工株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
  
監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鈴茂器工株式会社及び連結子会社の平成24
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
  
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上 
  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

優  成  監  査  法  人 

指定社員 
業務執行社員 

 公認会計士    須  永  真  樹      印 

指定社員 
業務執行社員 

 公認会計士    陶  江      徹      印 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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